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2025 年 11月 12 日 

各  位 

会 社 名 株式会社ワコールホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 矢 島  昌 明 

（コード番号３５９１ 東証プライム市場） 

問 合 せ 先 執行役員 経営企画部長 廣 岡 勝 也 

（ＴＥＬ ０７５－６８２－１０１０） 

 

2026 年 3月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

及び次期中期経営計画の公表延期について 

 

 2025 年 5月 15 日に公表した 2026 年 3月期（2025 年 4月 1日～2026 年 3月 31日）の通期連結業績予想に

関しまして、下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年 3月期（2025 年 4月１日～2026 年 3月 31日）の連結業績予想の修正 

  売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 
親会社の所有 

者に帰属する 

当期利益 

基本的 

1株当たり 

当期利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

前回発表予想（A） 187,500 4,700 22,800 22,600 14,870 287.85 

今回修正予想（B） 173,800 △ 1,500 20,200 19,400 12,200 239.69 

増 減 額（B－A） △ 13,700 △ 6,200 △ 2,600 △ 3,200 △ 2,670 - 

増 減 率（％） △ 7.3 - △ 11.4 △ 14.2 △ 18.0 - 

（参考）前期実績 
173,896 △ 3,437 3,288 5,680 7,218 133.90 

（2025 年 3月期） 

（注）2026 年 3 月期中間連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前期実績

（2025 年 3 月期）の数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させています。 

 

２．修正の理由 

 中間連結会計期間同様、売上収益は主要国におけるレディスインナーウェア等の販売の伸び悩みを想定し、

前回発表予想を下回る見込みです。主要子会社別には、㈱ワコ－ルは店舗販売が低調で、EC 販売は伸長し

ているものの高い計画に対しては届かない見込です。高価格帯の商品群が堅調な推移を計画している一方、

「WACOAL（ワコール）」、「Wing（ウイング）」及び「CW-X（シーダブリュー・エックス）」が計画を下回る見込み

です。ワコールインターナショナル（米国）及び中国ワコールにおいては、現地国内市場における厳しい環境が

依然として継続すると見込んでおります。ワコ－ルヨーロッパは既に開示※１しております通り、2025 年 6 月

21日に発生した子会社での物流倉庫における小規模火災の影響を受け、約2ヶ月に亘ってEC販売が出荷停止と

なった期間における売上収益の減少を反映しています。 
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事業利益については、国内子会社を中心に経費削減に努めるものの、上記火災の影響を含む売上収益の減少に

よる事業利益の落ち込みを補うまでには至らないことから、前回発表した業績予想を下回る見込みです。 

営業利益は、上記火災による商品や什器などの損害及び損害の一部に対する保険金の計上や固定資産の売却益を

見込んでいます。 

※１ 「英国子会社の物流倉庫における小規模火災発生に関するお知らせ」https://www.wacoalholdings.jp/news/pdf.html?dn=20250627503162 

 

３．次期中期経営計画の公表延期について 

2025年 5月 15日に開示の「2025年 3月期 決算説明資料」※２に記載のとおり、現在、次期中期経営計画の

策定を進めておりますが、上記、連結業績予想の修正を踏まえ、年内に予定しておりました公表を延期する

ことといたしました。 

 

当社を取り巻くビジネス環境においては、物価上昇や消費者マインドの低下に伴い、個人消費が想定以上に

伸び悩んでおります。加えて、主要販路である百貨店・量販店・専門店チャネルにおける来店客数の減少等に

より、マーケット環境のさらなる悪化が想定されています。そのため、市場が大きくシュリンクしていく中での

変化を踏まえ、改めてその影響をゼロベースで考え直し、精緻に分析する必要があり、従来の前提に基づく

計画では実効性や信頼性を十分に担保できないと判断いたしました。また、現在進行中の取り組みの成果を

見極めたうえで、より実現可能性の高い戦略を練り直す必要があると考えております。 

 

今後は中計リバイズの徹底的な振り返り、市場環境や自社の事業構造を多角的に分析し、外部の知見も活用

しながら、企業価値向上に資する中長期戦略の再構築を図ってまいります。延期後の公表時期は 2026 年 5 月中を

目指して検討を進めております。引き続き、進捗状況や経営方針については四半期決算や IR 活動を通じて

公正かつ丁寧にご説明してまいります。 

※２ 「2025 年 3月期 決算説明資料」https://www.wacoalholdings.jp/ir/topics/files/wacoalpresentation20250515.pdf 

以 上 


